
党首討論では年金問題（金融庁 老後2000万報告書）のみで
外交（拉致問題・徴用工訴訟・レーダー照射問題等）や

消費増税や経済政策などの議論は一切されず…

虎ノ門ニュース（2019年6月18日 DHCテレビ）
日本はウクライナと同じ轍を踏むな

6月18日に放送された虎ノ門ニュースでウクライナからの留学生
であるナザレンコ・アンドリー氏が日本はウクライナと同じ轍を
踏むなと警鐘を鳴らした。
ナザレンコ氏は「ウクライナは【防衛予算を福祉費に回す・戦争
に巻き込まれない為に軍事同盟不参加】という政策をとり戦争に
なった。同じ主張を共産党がしており危機感を憶えた。平和はパ
ワーバランスで成り立ってることを忘れたら攻められる」とウク
ライナで自身の体験談を元に日本の野党の主張の危険さを訴えた。
また「多くの日本人は何のために国家があるか理解してない。敵
に抵抗しなければ物理的害はないと主張する人もいるが【日本語
を使ったり・福祉を受け・生きれる】のは日本が独立国家だから。
外国は搾取しに攻めて来るので害を受けない筈がない」と平和ボ
ケしてる日本人に苦言を呈した。

提案すべきという苦言に反発する野党
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